
芽室町観光ビジョン概要版

■なぜ、観光ビジョンを策定するのか

　次のような社会背景がある中で、観光分野について、町の指針が整理されていないため、第５期芽室町総合計画に基づく体系を踏まえて、目指す姿・方針・方策等をまとめ、より地域一体で観光まちづくりを進めるために、芽室町観光ビジョンを策定する。

　《社会背景》

　　１　第５期芽室町総合計画の実現　＝　基本目標１と５の実現

　　２　人口減少社会　＝　域内消費額減少への対応

　　３　ウィズコロナ社会　＝　新たな観光ニーズへの対応

　　４　日高山脈国立公園化　＝　国立公園化を活用した観光振興

　　５　芽室町ビジョンマップ　＝　マップ内の観光分野を実現

ア　交流・関係・定住人口の増

ア　各種事業者の収入増

イ　上記に関連した所得増

ウ　雇用創出、地元職業選択肢の増

エ　税収増、行政サービスの充実・継続

ア　住んでいる町の魅力の再認識

エ　住んでいる町への誇りと自信

ア　歴史・文化・食の価値創造・磨き上げ

イ　歴史・文化・食の価値の継承

エ　地域価値の再認識による誇りと自信

「実行計画」策定時に検討・精査
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令和７年度以降の事業案

1 新嵐山スカイパークの再生

8 SNS等での魅力発信

12 観光事業者等とのビジョン共有・連携（レンタサイクル・サイクルMAP等）

17 定期的な情報交換、交流

21 各自治体等との物産交流実施

23 民間メディアの活用、魅力発信全般の手法等の検討

ビジョン ４つの方針 課題と可能性 具体的に必要な行動（施策）

7 芽室町観光物産協会等との連携による効果的手法等の検討・実施

3 町民等への啓発活動・観光ツアー商品化・関係組織等との連携

2 十勝・日高山脈観光連携協議会の運営、企画等の検討・実施

８　農業体験・グリーンツーリズムなどの観光商品化や芽室らしいお土産開発

6 新嵐山展望台からの風景写真のフリー素材の公開（魅力発信に使用してもらう）

３　『こころ』を豊かにしたい
　　　～精神の充実と郷土愛の育み

２　日高山脈国立公園化を活用し、観光振興の推進
２　日高山脈襟裳国定公園の国立公園化が予定されており、新たな観光資
源として活用が期待できる

4　観光・物産情報、観光コンテンツの受付機能などを備えた窓口充実によ
り、観光客の利便性向上が期待できる

５　住んでいる人が、より魅力を語れるようになるとともに、観光案内を行
う人財育成等で、おもてなし力が向上する

４　観光・物産等の窓口の効果的な手法等を検討・実施

５　住んでいる人への魅力発信と観光ガイドの確保・育成

４　受入体制整備とおもてなし力を向上し、リピーター増

５　食・体験・イベントを提供・実施し、価値創造と継承
８　自然･景観、農業、食、人の魅力を更に活かすことで、新たな観光・物産
関連の商品化が進む

９　サイクルツーリズムが推進されており、他分野と連動させることで稼げ
る体制整備が期待できる

１０　野遊びをキーワードに町民自らが観光資源の再認識、磨き上げを行う
ことで、観光を商品化し、地域間連携が期待できる

１４　観光関連データ収集・分析が十分でなく、データに基づく観光推進が
必要である

７　観光データを収集・分析し、ターゲット設定・商品化・情報発信

１３　道内外の連携自治体との連携を更に具体的に深めることで、送客効
果が発揮される

７　交通アクセスの強みに加え、二次交通や交通情報の充実で快適な観光
環境が整う

令和６年度の事業等

２　『おかね』を稼ぎたい
　　　～経済・雇用の発展

３　「新嵐山展望台からの風景」は、芽室遺産にも認定され、各メディアから
の注目度も高く、芽室町を代表する場所である

３　新嵐山展望台のより効果的な活用の検討・実施

２　地元の人が日高山脈の魅力をより語れるようになる方策の検討・実施を進めるとともに、日高
山脈と既存の観光コンテンツ等の組み合わせや広域連携による観光事業の検討・実施

１　『ひと』を増やしたい
　　～交流・関係・定住人口の増

1　新嵐山スカイパークが閉業中であるが、再生することで、観光の拠点と
して存在意義が発揮される

１　 新嵐山スカイパークの再生（必要な機能等の検討と担い手の確保）

８つの方策

１　新嵐山スカイパークを再生し、観光の拠点化

３　観光シンボルを設定し、地域共有・発信

６　組織の更なる強化と関連事業者との連携した観光推進策の実行

７　二次交通強化のためサイクルツーリズム活用や他の交通手段検討と交通情報強化による利便
性強化

１４　必要な観光データを抽出し、収集、分析を進めていく

１５　観光パンフレット、SNS、WEBメディア、HPなどの魅力向上と機能強化を図るとともに、各
種メディアをより効果的に活用した情報発信、さらには観光案内機能の強化を図る

１６　地域ブランディングが進められており、町の特徴を明確にしていくこ
とで、他地域との差別化を図り、認知度向上、芽室ファン増加が図られる

１６　地域ブランディングを進め、町の魅力発信の強化により、芽室ファンの創出とサプライチェー
ンの実現

６　十勝管内外の観光事業者等と連携し、広域観光の推進

８　地域ブランディングを活用し、芽室町の認知度向上

１５　ターゲットを明確にした観光商品化、情報発信が必要である

１２　十勝管内外の観光関連組織・事業者等との積極的な連携を進めていく

１３　連携自治体等と送客や物産交流などを進めていく（ひと・もの・かねの交流）

22 必要な観光データ項目の抽出（関連企業等との情報交換・研究）

24 地域ブランディング事業の推進

4 地域おこし協力隊の採用（２年目）　　＊アクティビティセンターの検討

5 SNS等での魅力発信・各種イベント支援等

9 各種事業・イベント等を通じたガイド発掘

10 観光庁事業などの活用・ガイド育成支援策の検討

14 体験型ふるさと納税返礼品の展開

11 芽室町観光物産協会とのビジョン共有・連携

13 農業者、観光事業者、飲食事業者等との連携

20 十勝観光連盟、宿泊事業者等との連携強化

イ　再認識した魅力を自ら発信、伝えたくな
る雰囲気づくり

19 広域観光周遊促進事業（帯広、大樹、広尾、芽室）の実施

１１　町民等有志によるイベントが実施されており、官民連携により継続性
が図られる

１１　イベントの目的に応じて、官民連携の役割分担を行い、理想のイベント実施体制の実現

15 芽室らしいお土産の開発～ふるさと納税への展開

１０　町民等が検討した観光ツアーの商品化と全国の関連自治体との送客等

９　トカプチ400の「地域ルート認定」と他分野との連携強化

１２　十勝全体の魅力は世界レベルであり、各自治体の特性を活かして連携
することで相乗効果が発揮される

16 「地域ルート」の申請～認定～情報発信

18 各種イベントへの支援等（華音、盆踊り、GB大会、氷灯夜など）

４　『ほこり』を持ち続けたい
　　　～歴史・文化・食の継承と磨き上げ

ウ　文化交流や国際交流への発展による教
育効果

ウ　観光客から芽室町を褒められることで
の精神的豊かさ

オ　イベント等の企画・実施による充実感・一
体感

カ　交通等のインフラ整備、治安確保、環境
整備等による生活向上

６　芽室町観光物産協会が組織改革と事業者連携などを進めており、より
強固な観光振興推進の核組織になる
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